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1. 2022年3月期の連結業績（2021年4月1日～2022年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期 2,970 △1.3 329 6.4 342 5.8 212 △6.5

2021年3月期 3,009 △7.8 309 △40.3 324 △38.6 227 △34.3

（注）包括利益 2022年3月期　　211百万円 （△7.1％） 2021年3月期　　228百万円 （△34.0％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年3月期 197.52 ― 6.3 7.5 11.1

2021年3月期 211.30 ― 7.1 7.3 10.3

（参考） 持分法投資損益 2022年3月期 ―百万円 2021年3月期 ―百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期 4,588 3,475 75.8 3,228.86

2021年3月期 4,539 3,306 72.8 3,071.94

（参考） 自己資本 2022年3月期 3,475百万円 2021年3月期 3,306百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年3月期 394 △1 △76 1,846

2021年3月期 341 △120 △44 1,529

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年3月期 ― 0.00 ― 40.00 40.00 43 18.9 1.3

2022年3月期 ― 0.00 ― 40.00 40.00 43 20.3 1.3

2023年3月期(予想) ― 0.00 ― 40.00 40.00 19.6

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 1,650 9.1 170 △7.8 175 △9.2 110 △7.7 102.19

通期 3,250 9.4 340 3.3 350 2.1 220 3.5 204.37



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

（注）詳細は、添付資料10ページ「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期 1,079,600 株 2021年3月期 1,079,600 株

② 期末自己株式数 2022年3月期 3,141 株 2021年3月期 3,111 株

③ 期中平均株式数 2022年3月期 1,076,469 株 2021年3月期 1,076,549 株

（参考）個別業績の概要

2022年3月期の個別業績（2021年4月1日～2022年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期 2,287 △9.2 286 △1.2 306 △45.0 203 △41.3

2021年3月期 2,519 △14.8 289 △37.6 557 16.5 346 10.5

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期 189.17 ―

2021年3月期 322.23 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期 3,877 3,410 88.0 3,168.25

2021年3月期 3,673 3,250 88.5 3,019.68

（参考） 自己資本 2022年3月期 3,410百万円 2021年3月期 3,250百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料
３ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の世界的な影響が長期化している中、ワクチ

ン接種がすすみ回復に向けた動きが見られたものの、オミクロン株による感染再拡大、ウクライナをめぐる国際情

勢等により景気の先行き不透明な状況は依然として続いております。オフィスマーケットにつきましては、新型コ

ロナウイルス感染症による企業のテレワーク浸透やオフィス環境の変化によるオフィスの集約や縮小等に起因して、

空室率は緩やかに上昇しており、賃料水準も低下傾向に転じていることから需給環境の変化には注視が必要となり

ます。また、建設業界におきましては、工事受注は底堅く推移しているものの、新型コロナウイルス、ウクライナ

をめぐる国際情勢の影響による建築資材の調達の遅れや価格の高騰などが懸念されます。

　このような状況下、当社は、コロナ禍におけるオフィス環境の変化によって生まれてきた新しいニーズに応えな

がら、オフィス利用者の快適性と資産価値の向上に努めてまいりました。

　当社グループの業績につきましては、売上高2,970,434千円（前期比1.3％減）、営業利益329,130千円（同6.4％

増）、経常利益342,854千円（同5.8％増）、親会社株主に帰属する当期純利益212,624千円（同6.5％減）となりま

した。

　 セグメント別の業績は、次のとおりであります。

事業セグメント

当連結会計年度

（自 2021年４月１日

至 2022年３月31日）

前連結会計年度

（自 2020年４月１日）

　 至 2021年３月31日）

増減

売上高
セグメント

利益
売上高

セグメント

利益
売上高

セグメント

利益

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

リニューアル 853,716 231,453 1,216,058 281,797 △362,341 △50,343

駐車場 1,268,011 210,839 1,150,362 167,869 ＋117,649 ＋42,970

施設等保守管理 792,627 15,501 588,090 21,783 ＋204,536 △6,281

保険代理 56,079 28,567 55,116 25,365 ＋962 ＋3,202

合計 2,970,434 486,362 3,009,628 496,814 △39,193 △10,452

①リニューアル事業

オフィスの内装リニューアル工事が好調に推移したものの、前期の大規模オフィスの内装工事の反動減を補

うに至らなかった結果、売上高853,716千円（前期比29.8％減）、セグメント利益231,453千円（同17.9％

減）となりました。

②駐車場運営事業

都内駐車場については新型コロナウイルス感染拡大の影響が残るものの、時間貸駐車場から月極駐車場への

シフトにより売上増加に寄与したことや2020年6月オープンの大型駐車場の売上が今年度は第１四半期期初か

ら加わった結果、売上高1,268,011千円（前期比10.2％増）、セグメント利益210,839千円（同25.6％増）と

なりました。

③設備等保守管理事業

衛生消耗品の医療介護施設等への販路拡大や緊急事態宣言が解除され昨年度よりオフィス人口が増加したこ

とに伴う販売量の増加、前第３四半期連結会計期間より、連結子会社とした株式会社チヨダＭＥサービスを

セグメントに追加した結果、売上高792,627千円（前期比34.8％増）、セグメント利益15,501千円（同28.8％

減）となりました。

④保険代理事業

火災保険、工事保険のいずれも堅調に推移した結果、売上高56,079千円（前期比1.7％増）、セグメント利益

28,567千円（同12.6％増）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末における総資産は、4,588,156千円（前連結会計年度末比48,397千円増加）となりました。主な

要因は、現金及び預金の増加316,666千円、完成工事未収入金の減少255,451千円であります。

　負債は、1,112,418千円（同120,428千円減少）となりました。主な要因は、工事未払金の減少63,978千円、未払

法人税等の増加46,693千円、預り金の減少79,850千円（損害保険代理業務における預り保険料の概算等）によるも

のであります。

　純資産は、3,475,737千円（同168,825千円増加）となりました。主な要因は、剰余金の配当の支払43,064千円、

親会社株主に帰属する当期純利益212,624千円（同14,848千円減少）を計上したことによるものであります。

　以上の結果、自己資本比率は75.8％、1株当たり純資産額は3,228円86銭となりました。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末と比較し316,666千円

増加し、1,846,352千円となりました。なお、各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

営業活動により増加した資金は、394,846千円となりました。収入の主な内訳は、税金等調整前当期純利益

342,143千円、売上債権の減少額175,532千円、支出の主な内訳は、法人税等の支払額89,161千円であります。

投資活動により減少した資金は、1,457千円となります。

財務活動により減少した資金は、76,723千円となり、この主な内訳は、配当金の支払額42,970千円であります。

（４）今後の見通し

　新型コロナウイルス感染症については、ワクチン接種がすすみ社会経済活動の段階的な回復に向けた動きが見ら

れたものの、感染再拡大への懸念は払拭されておりません。また、ウクライナをめぐる国際情勢や、インフレ懸念

等の影響からも、景気の先行きは不透明な状況が続くものと予想されます。

　当社を取り巻く事業環境につきましては、新型コロナウイルス感染症の収束時期が未だ見通すことが困難な状況

であることや、受注獲得競争の激化、労務費・原油価格・物価等の上昇に伴う仕入価格の上昇が懸念されるなど、

厳しい事業環境が継続するものと思われます。

　次期の業績見通しにつきましては、上記を前提に、売上高3,250百万円（前期比9.4％増）、営業利益340百万円

（同3.3％増）、経常利益350百万円（同2.1％増）、親会社株主に帰属する当期純利益220百万円（同3.5％増）を見

込んでおります。年間配当金につきましては、１株あたり40円を継続予定です。

　また、事業領域の拡大やグループ外顧客を獲得するための要員の強化補充を目指すとともに、Ｍ＆Ａ等による成

長投資についても積極的に検討を進めてまいります。

　なお、業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前

提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。また、業績見通し等を判断

する前提に変化が生じた場合、業績見通し等を修正する場合があります。

2023年３月期 セグメント別業績の見通し（百万円未満切捨て）

2023年３月期 予想 2022年３月期 実績 増減

売上高 セグメント利益 売上高 セグメント利益 売上高 セグメント利益

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

リニューアル 1,090 260 853 231 ＋237 ＋29

駐車場 1,280 200 1,268 210 ＋12 △10

施設等保守管理 822 10 792 15 ＋30 △5

保険代理 58 25 56 28 ＋2 △3

全社共通 ― △155 ― △157 ― +2

合計 3,250 340 2,970 329 ＋280 ＋11

（５）継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

現在、当社グループの事業は日本国内に限定されており、また海外からの資金調達の要否や国内の同業他社との

比較可能性などを勘案し、会計基準につきましては日本基準を適用しております。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,529,686 1,846,352

受取手形及び売掛金 126,464 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 206,383

完成工事未収入金 284,783 29,332

未成工事支出金 84 1,845

関係会社短期貸付金 2,000,000 2,000,000

その他 92,232 38,711

流動資産合計 4,033,251 4,122,625

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 89,347 89,347

減価償却累計額 △16,051 △20,164

建物及び構築物（純額） 73,296 69,183

機械装置及び運搬具 3,293 2,087

減価償却累計額 △2,093 △1,367

機械装置及び運搬具（純額） 1,200 720

土地 58,820 58,820

その他 47,786 46,554

減価償却累計額 △39,929 △38,271

その他（純額） 7,856 8,283

有形固定資産合計 141,173 137,007

無形固定資産

のれん 155,435 120,894

その他 2,434 1,379

無形固定資産合計 157,869 122,273

投資その他の資産

投資有価証券 43,562 42,705

敷金及び保証金 60,586 58,216

繰延税金資産 81,397 86,072

長期預金 20,500 18,400

その他 1,416 854

投資その他の資産合計 207,463 206,249

固定資産合計 506,506 465,530

資産合計 4,539,758 4,588,156
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 89,810 92,574

短期借入金 6,000 6,000

1年内償還予定の社債 10,000 10,000

1年内返済予定の長期借入金 23,676 23,676

工事未払金 139,426 75,448

未払法人税等 59,424 106,118

契約負債 48,253 57,737

預り金 255,399 175,549

賞与引当金 26,272 29,595

資産除去債務 4,706 4,706

その他 101,895 83,233

流動負債合計 764,864 664,639

固定負債

社債 80,000 70,000

長期借入金 165,473 141,797

長期預り敷金 96,482 93,267

退職給付に係る負債 95,660 108,281

役員退職慰労引当金 30,366 34,433

固定負債合計 467,982 447,779

負債合計 1,232,847 1,112,418

純資産の部

株主資本

資本金 1,072,060 1,072,060

利益剰余金 2,243,702 2,413,267

自己株式 △11,558 △11,636

株主資本合計 3,304,203 3,473,691

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,707 2,045

その他の包括利益累計額合計 2,707 2,045

純資産合計 3,306,911 3,475,737

負債純資産合計 4,539,758 4,588,156
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

売上高 3,009,628 2,970,434

売上原価 2,246,655 2,165,193

売上総利益 762,972 805,241

販売費及び一般管理費 453,716 476,111

営業利益 309,255 329,130

営業外収益

受取利息 10,323 10,725

受取配当金 555 950

投資有価証券売却益 2,451 －

雑収入 1,115 2,305

投資有価証券評価益 998 96

その他 － 702

営業外収益合計 15,443 14,779

営業外費用

支払利息 684 1,055

営業外費用合計 684 1,055

経常利益 324,014 342,854

特別利益

関係会社株式売却益 4,335 －

特別利益合計 4,335 －

特別損失

リース解約損 － 710

特別損失合計 － 710

税金等調整前当期純利益 328,350 342,143

法人税、住民税及び事業税 83,120 133,902

法人税等調整額 17,756 △4,383

法人税等合計 100,877 129,519

当期純利益 227,473 212,624

非支配株主に帰属する当期純利益 － －

親会社株主に帰属する当期純利益 227,473 212,624
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当期純利益 227,473 212,624

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 758 △661

その他の包括利益合計 758 △661

包括利益 228,231 211,962

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 228,231 211,962

非支配株主に係る包括利益 － －
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：千円)

株主資本 その他の包括利益累計額

純資産合計
資本金 利益剰余金 自己株式

株主資本

合計

その他有価

証券評価

差額金

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 1,072,060 2,059,293 △11,212 3,120,141 1,948 1,948 3,122,090

当期変動額

剰余金の配当 △43,064 △43,064 △43,064

親会社株主に帰属す

る当期純利益
227,473 227,473 227,473

自己株式の取得 △346 △346 △346

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

758 758 758

当期変動額合計 － 184,408 △346 184,062 758 758 184,820

当期末残高 1,072,060 2,243,702 △11,558 3,304,203 2,707 2,707 3,306,911

　当連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：千円)

株主資本 その他の包括利益累計額

純資産合計
資本金 利益剰余金 自己株式

株主資本

合計

その他有価

証券評価

差額金

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 1,072,060 2,243,702 △11,558 3,304,203 2,707 2,707 3,306,911

当期変動額

剰余金の配当 △43,059 △43,059 △43,059

親会社株主に帰属す

る当期純利益
212,624 212,624 212,624

自己株式の取得 △77 △77 △77

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△661 △661 △661

当期変動額合計 － 169,564 △77 169,487 △661 △661 168,825

当期末残高 1,072,060 2,413,267 △11,636 3,473,691 2,045 2,045 3,475,737
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 328,350 342,143

減価償却費 9,891 10,035

のれん償却額 17,270 34,541

賞与引当金の増減額（△は減少） △801 3,323

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1,889 12,621

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △36,550 4,066

受取利息及び受取配当金 △10,878 △11,675

関係会社株式売却損益（△は益） △4,335 －

売上債権の増減額（△は増加） 584,468 175,532

棚卸資産の増減額（△は増加） △66 △1,827

その他の流動資産の増減額（△は増加） △68,915 53,586

その他の流動負債の増減額（△は減少） 16,862 △8,249

仕入債務の増減額（△は減少） △383,476 △61,213

預り金の増減額（△は減少） 104,024 △79,850

未払費用の増減額（△は減少） △20,537 492

その他 4,585 △1,195

小計 538,003 472,331

利息及び配当金の受取額 10,874 11,677

法人税等の支払額 △207,219 △89,161

営業活動によるキャッシュ・フロー 341,658 394,846

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の売却による収入 19,899 －

有形固定資産の取得による支出 △2,145 △5,927

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

75,671 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

△65,807 －

貸付けによる支出 △400,000 －

貸付金の回収による収入 258,618 －

定期預金の増減額(△は増加) △6,600 2,100

その他 △449 2,370

投資活動によるキャッシュ・フロー △120,813 △1,457

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額(△は減少) △2,000 －

長期借入れによる収入 20,000 －

長期借入金の返済による支出 △14,838 △23,676

社債の償還による支出 △5,000 △10,000

自己株式の取得による支出 △346 △77

配当金の支払額 △42,799 △42,970

財務活動によるキャッシュ・フロー △44,984 △76,723

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 175,861 316,666

現金及び現金同等物の期首残高 1,353,824 1,529,686

現金及び現金同等物の期末残高 1,529,686 1,846,352
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下、「収益認識会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービ

スと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

工事契約に関して、従来は、工事の進捗部分について成果の確実性が認められる場合には、工事進行基準、その他

の工事については工事完成基準によっておりましたが、一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しておりま

す。履行義務の充足に係る進捗度の測定は、各報告期間の期末日までに発生した工事原価が、予想される工事原価の

合計に占める割合に基づいて行っております。なお、工期がごく短い工事契約については代替的な取扱いを適用し、

完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しております。

また、売上リベートに関して、従来は、顧客に支払われる対価を売上原価として処理する方法によっていました

が、取引価格から減額する方法に変更しています。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首の

利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基準第86項に定

める方法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した

契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

この結果、当連結会計年度の売上高が41,203千円減少し、売上原価は41,203千円減少しております。また、利益剰

余金の当期首残高に与える影響はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、当連結会計年度より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示し、「流動負債」

に表示していた「前受金」は、当連結会計年度より「契約負債」に含めて表示することとしました。なお、収益認識

会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法による組替えを行って

おりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準

第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方

針を、将来にわたって適用することとしております。なお、当連結財務諸表に与える影響はありません。
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(セグメント情報等)

１．報告セグメントの概要

（1）報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

また、当社は、本社にサービス別の事業部を置き、各事業部は取り扱うサービスについて包括的な戦略を立案

し、事業活動を展開しております。従って、当社グループは事業部を基礎としたサービス別セグメントから構成

されており、「リニューアル」、「駐車場」、「施設等保守管理」、「保険代理」の４つを報告セグメントとし

ております。

（2）各報告セグメントに属する製品及びサービス種類

「リニューアル」は、ビルや住宅等の内装工事、リニューアル工事等を行っております。「駐車場」は、時間

貸及び月極駐車場の運営管理を行っております。「施設等保守管理」は、賃貸ビル管理事業と設備保守管理等を

行っており、事業内容の類似性、事業構造の共通性等を勘案し、「施設等保守管理」に集約しております。「保

険代理」は保険会社との委託契約に基づき保険代理業務を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に

おける記載と概ね同一であります。また、セグメント間の内部収益および振替高は市場実勢価格に基づいており

ます。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自2020年４月１日 至2021年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

調整額 合計

リニューアル 駐車場
施設等
保守管理

保険代理 計

売上高

外部顧客への売上高 1,216,058 1,150,362 588,090 55,116 3,009,628 ― 3,009,628

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 1,216,058 1,150,362 588,090 55,116 3,009,628 ― 3,009,628

セグメント利益 281,797 167,869 21,783 25,365 496,814 △187,558 309,255

その他の項目

減価償却費 380 1,998 2,590 303 5,273 4,617 9,891

　のれん償却額 ― ― 17,270 ― 17,270 ― 17,270

（注）１．セグメント利益の調整額は、各事業に帰属しない管理部門の一般管理費であります。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益であります。

３．セグメント資産及び負債については、当社の最高経営意思決定機関たる取締役会に対して定期的に提供され

ておらず、また、経営資源の配分決定及び業績評価の検討対象となっていないため記載しておりません。

４．減価償却費の調整額は、報告セグメントに帰属しない全社資産に係るものであります。
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　 当連結会計年度(自2021年４月１日 至2022年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

調整額 合計

リニューアル 駐車場
施設等
保守管理

保険代理 計

売上高

外部顧客への売上高 853,716 1,268,011 792,627 56,079 2,970,434 ― 2,970,434

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 853,716 1,268,011 792,627 56,079 2,970,434 ― 2,970,434

セグメント利益 231,453 210,839 15,501 28,567 486,362 △157,232 329,130

その他の項目

減価償却費 180 1,791 3,946 364 6,282 3,774 10,056

　のれん償却額 ― ― 34,541 ― 34,541 ― 34,541

（注）１．セグメント利益の調整額は、各事業に帰属しない管理部門の一般管理費であります。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益であります。

３．セグメント資産及び負債については、当社の最高経営意思決定機関たる取締役会に対して定期的に提供され

ておらず、また、経営資源の配分決定及び業績評価の検討対象となっていないため記載しておりません。

４．減価償却費の調整額は、報告セグメントに帰属しない全社資産に係るものであります。

５．各報告セグメントの外部顧客への売上高は、顧客との契約から生じる収益であります。
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(追加情報)

（新型コロナウイルス感染症の拡大による影響に関する会計上の見積り）

当社グループは、各種会計上の見積りについて、連結財務諸表作成時において入手可能な情報に基づき実施してお

ります。 新型コロナウイルス感染症の拡大による影響に関してはワクチン接種がすすみ、緊急事態宣言が解除され、

回復に向けた動きが見られたものの、オミクロン株による感染急拡大により景気の先行き不透明な状況は依然として

続いております。感染の収束時期が未だ見通すことが困難な状況下、厳しい事業環境が翌連結会計年度の一定期間に

わたり影響が及ぶものと想定しております。なお、当連結会計年度において関連する各種引当金の計上や減損処理は

ありません。また、繰延税金資産の回収可能性等についても変更ありません。今後の新型コロナウイルス感染症の収

束時期や経済活動への影響に関しては不確定要素が多く、今後の当社グループの財政状態、経営成績に影響を及ぼす

可能性があります。

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

１株当たり純資産額 3,071.94円 3,228.86円

１株当たり当期純利益 211.30円 197.52円

(注)１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 3,306,911 3,475,737

普通株式に係る純資産額(千円) 3,306,911 3,475,737

普通株式の発行済株式数(千株) 1,079 1,079

普通株式の自己株式数(千株) 3 3

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数(千株) 1,076 1,076

３．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 227,473 212,624

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 227,473 212,624

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式の期中平均株式数（千株） 1,076 1,076

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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４．個別財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 807,909 1,243,619

売掛金 32,482 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 115,131

完成工事未収入金 284,783 29,332

未成工事支出金 84 1,845

前払費用 13,486 12,292

関係会社短期貸付金 2,000,000 2,000,000

その他 73,001 14,946

流動資産合計 3,211,748 3,417,167

固定資産

有形固定資産

建物 9,605 9,605

減価償却累計額 △7,319 △8,128

建物（純額） 2,286 1,476

構築物 2,256 2,256

減価償却累計額 △1,502 △1,604

構築物（純額） 754 651

車両運搬具 2,087 2,087

減価償却累計額 △887 △1,367

車両運搬具（純額） 1,200 720

工具、器具及び備品 38,868 39,564

減価償却累計額 △33,692 △35,113

工具、器具及び備品（純額） 5,176 4,451

土地 22,048 22,048

有形固定資産合計 31,465 29,348

無形固定資産

ソフトウエア 1,040 176

無形固定資産合計 1,040 176

投資その他の資産

投資有価証券 38,929 37,976

関係会社株式 318,700 318,700

敷金及び保証金 55,144 53,044

長期前払費用 1,013 438

繰延税金資産 15,518 20,323

投資その他の資産合計 429,306 430,483

固定資産合計 461,811 460,007

資産合計 3,673,560 3,877,175
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 87,442 91,336

工事未払金 139,426 75,448

未払金 13,321 11,541

未払費用 2,892 2,964

未払法人税等 9,434 104,218

未払消費税等 － 17,195

契約負債 38,501 34,792

預り金 1,551 1,634

賞与引当金 14,020 14,500

資産除去債務 4,706 4,706

その他 1,188 1,136

流動負債合計 312,485 359,474

固定負債

長期預り敷金 97,864 94,649

退職給付引当金 12,555 12,555

固定負債合計 110,420 107,205

負債合計 422,906 466,680

純資産の部

株主資本

資本金 1,072,060 1,072,060

利益剰余金

利益準備金 47,412 51,718

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 2,139,968 2,296,241

利益剰余金合計 2,187,380 2,347,960

自己株式 △11,558 △11,636

株主資本合計 3,247,882 3,408,384

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,772 2,110

評価・換算差額等合計 2,772 2,110

純資産合計 3,250,654 3,410,494

負債純資産合計 3,673,560 3,877,175
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当事業年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

売上高

賃貸事業売上高 1,150,362 1,268,011

完成工事高 1,216,058 853,716

その他の事業売上高 152,850 165,713

売上高合計 2,519,271 2,287,441

売上原価

賃貸事業売上原価 922,436 996,111

完成工事原価 914,587 602,137

その他の事業売上原価 95,369 105,911

売上原価合計 1,932,393 1,704,161

売上総利益 586,877 583,280

販売費及び一般管理費 297,090 296,937

営業利益 289,787 286,342

営業外収益

受取利息 9,264 10,411

受取配当金 250,554 947

業務受託料 7,200 7,200

雑収入 1,011 1,814

営業外収益合計 268,029 20,372

経常利益 557,817 306,715

特別損失

関係会社株式売却損 130,000 －

特別損失合計 130,000 －

税引前当期純利益 427,817 306,715

法人税、住民税及び事業税 74,074 107,589

法人税等調整額 6,831 △4,513

法人税等合計 80,905 103,076

当期純利益 346,911 203,639
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（３）株主資本等変動計算書

　前事業年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：千円)

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
資本金

利益剰余金

自己株式
株主資本

合計

その他有価

証券

評価差額金

評価・換算

差額等

合計利益準備金

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 1,072,060 43,106 1,840,426 1,883,533 △11,212 2,944,381 1,948 1,948 2,946,329

当期変動額

剰余金の配当 △43,064 △43,064 △43,064 △43,064

利益準備金の積立 4,306 △4,306 － － －

当期純利益 346,911 346,911 346,911 346,911

自己株式の取得 △346 △346 △346

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

823 823 823

当期変動額合計 － 4,306 299,541 303,847 △346 303,500 823 823 304,324

当期末残高 1,072,060 47,412 2,139,968 2,187,380 △11,558 3,247,882 2,772 2,772 3,250,654

　当事業年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：千円)

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
資本金

利益剰余金

自己株式
株主資本

合計

その他有価

証券

評価差額金

評価・換算

差額等

合計利益準備金

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 1,072,060 47,412 2,139,968 2,187,380 △11,558 3,247,882 2,772 2,772 3,250,654

当期変動額

剰余金の配当 △43,059 △43,059 △43,059 △43,059

利益準備金の積立 4,305 △4,305 － － －

当期純利益 203,639 203,639 203,639 203,639

自己株式の取得 △77 △77 △77

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△661 △661 △661

当期変動額合計 － 4,305 156,273 160,579 △77 160,502 △661 △661 159,840

当期末残高 1,072,060 51,718 2,296,241 2,347,960 △11,636 3,408,384 2,110 2,110 3,410,494
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